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沸騰水型原子炉で懸念される応力腐食割れ対策として、炉内腐食電位分布の解析評価に取り組んでいる。

今回、解析に用いる炉内腐食環境評価モデルを高度化し、解析精度の向上、新たな水質環境改善技術の反

映、福島第一原子力発電所の廃炉作業における水素発生量評価への応用を図った。 
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1. 背景 

沸騰水型原子炉では応力腐食割れ（SCC）対策として、水

素注入、貴金属注入、酸化チタン注入等の予防保全水化学技

術が適用されている。適用にあたっては構造材表面の腐食電

位を指標とした腐食環境緩和効果を定量的に評価する必要が

あり、炉内の腐食電位分布を精度よく評価するためには、「炉

内腐食環境評価モデル」1,2)による解析評価が有効である。本

モデルは図 1 に示すように「流動解析」「線量率解析」「ラジ

オリシス解析」「薬剤付着量解析」「光強度解析」「腐食電位解

析」の 6 種類の解析の組合せで構成されている。 

2. モデルの高度化方針 

炉内腐食環境評価モデルの高度化方針を以下に 3 点示し、全体スケジュールを表 1 に示す。 

①ラジオリシス解析の精度向上：SCC 対策上の重要部位である下部ダウンカマ領域などのメッシュを細分

化し、解析のインプットデータとなる流速分布・線量率分布を精緻に与えることで放射線分解生成物濃度

分布の評価結果の改良を図る。 

②酸化チタン注入技術の反映：薬剤付着量や光強度といった新規パラメータをモデルへ追加し、腐食電位

分布の評価結果の改良を図る。 

③水素発生量評価への応用：福島第一原子力発電所（1F）

の廃炉作業における水素発生対策として、従来は炉内評

価用であったラジオリシス解析を応用させることで、1F

特有の環境を考慮した水素発生量評価を行う。 

3. 結論 

本報告では既存の炉内腐食環境評価モデルにおける実

機適用に向けた高度化方針として、上記①～③を含んだ

研究の全体計画を示す。なお、③についてはシリーズ発表の（2）で報告する。 
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図 1 炉内腐食環境評価モデルの全体フロー 

表 1 全体スケジュール 

2017

下期 上期 下期 上期 下期

1 流動解析

2 線量率解析

3 ラジオリシス解析

4 薬剤付着量解析

5 光強度解析

6 腐食電位解析

7
③水素発生量評価

への応用
水素発生量評価

8 - 実機適用提案

No. 実施項目
2019 2020

以降
高度化方針

①ラジオリシス解析

の精度向上

②酸化チタン注入技

術の反映

2018
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